
年間学習計画と評価について 

 

１ 学習のねらい等 

学習のねらい 

(1) 数を０と正の数から負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。また，文

字を用いることや方程式の必要性と意味を理解するとともに，数量の関係や法則など

を一般的にかつ簡潔に処理したり，一元一次方程式を用いたりする能力を培う。 

(2) 平面図形や空間図形についての観察や操作などの活動を通して，図形に対する直観的

な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察し表現する能力を培う。 

(3) 具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例についての理解を深めるとともに，

関数関係を見いだし表現する能力を養う。 

(4) 調べたい資料について，目的に応じて合理的な処理の仕方が重要であることを理解し，

資料の傾向を読み取り活用する能力を培う。 

使用教材 

教科書：未来へひろがる数学１（啓林館），図形テキスト 

問題集：完成問題集（三泗中学校数学研究会），数学の問題ノート（新学社） 

数学のベーシックマスター（新学社） 

２ 評価の観点および方法 

評 価 の 観 点 評 価 の 方 法 

①数学への 

関心・意欲 

・態度 

さまざまな事象を数量や図形などでとらえ，

それらの性質や関係を見いだすなど，数学的

に考えることに関心をもち，意欲的に問題の

解決に活用しようとしているか。 

・学習活動への取り組む姿勢 

・授業中での記述・発表内容 

・音声計算     ・ノートの記述 

・課題の定着状況 

・定期テスト 

②数学的な 

見方や考え方 

数学的活動を通して，数量，図形などについ

ての基礎的な知識と技能を確実に習得する

とともに，それらを活用しながら，数学的な

見方や考え方を用いて事象を見通しをもっ

て論理的に考察できるか。 

・定期テスト 

・授業での記述・発表内容 

・ノートの記述 

③数学的な 

技能 

正の数・負の数の四則計算や基本的な図形の

作図ができ，数量の関係や法則を，方程式な

どを用いて表現し処理したり，図形の計量な

どについて的確に表現したり数理的に処理

することができるか。 

・定期テスト 

・授業での記述，発表内容 

・ノートの記述 

④数量・図形

についての

知識・理解 

正の数・負の数，文字を用いることの意義，

一元一次方程式，平面図形についての性質や

関係，空間における図形の位置関係，比例・

反比例の関係などを理解しているか。 

・定期テスト 

・授業での記述，発表内容 

・ノートの記述 

学  校  名 学    年 教   科 

内 部 中 学 校  １ 学 年 数  学 



３ 学習計画 

 各単元と主な学習内容 観点別評価の具体例 

 

 

一 

 

学 

 

期 

 

 

   

 

 

 

 

 

第１章「正の数・負の数」 

・正の数・負の数の概念 

・正の数・負の数の計算 

・数の集合と四則 

 

 

 

 

 

第２章「文字の式」 

・数量を文字で表すこと 

・文字式の表し方 

・式の値 

・文字式の計算 

・関数を表す式 

・大小関係を表す式 

 

 

 

①身の回りの事象に正・負の数が使われていることに関心をもち，いろいろな

計算に進んで取り組もうとしている。 

②数を正・負の数にまで拡張することで，正の数と負の数が反対の方向や性質

を表す数として便利であることや計算の可能性が拡大されていくことに気付

くとともに，加法と減法を統一的にみることができる。 

③正・負の数を用いて，身の回りのいろいろな事象を表すことができる。 

④正・負の数の意味を，これまでの経験や日常生活の具体的な場面に結び付け

て理解している。 

 

①文字に関心を持ち，数量やその関係を文字を用いて表現し，文字を含む式の

計算に取り組もうとする。 

②事象の中にある数量やその関係を，文字を用いて一般的にかつ簡潔に表現し，

考えることができる。 

文字を用いた式の計算も数の計算と同じように考えることができる。 

③事象の中にある数量やその関係を文字を用いて式に表したり，式から具体的

場面を読みとったりすることができる。 

文字を含む式の計算をすることができる。 

文字に値を代入して，式の値を求めることができる。 

④文字を用いることで数量やその関係が一般的にかつ簡潔に表現できること，

文字を含む式の計算について理解している。 

 

二 

  

 

学 

 

 

期 

 

第３章「方程式」 

・方程式とその解 

・方程式の解き方 

・方程式の利用 

・比と比例式 

①方程式及びその解の意味に関心を持ち，積極的に取り組もうとしている。 

 方程式を利用して，問題を解決しようとしている。 

②身の回りに方程式で表される事象があることを見いだし，その解の意味を考

えることができる。 

方程式を利用して問題を解決できる。また，その答えが適切であるかどうか

を考えることができる。 

③方程式を解くことができる。また，文章を読んで，方程式を立てることがで

きる。 

④方程式とその解の意味を理解している。 

等式の性質や方程式の解き方を説明することができる。 



二 

 

 

   

学 

 

 

 

期 

第４章「比例と反比例」 

・関数関係 

・座標 

・比例の式とグラフ 

・反比例の式とグラフ 

・比例・反比例の利用 

 

 

 

 

第５章「平面図形」 

・直線と角 

・対称な図形 

・基本の作図 

・円とおうぎ形 

・図形の移動 

 

 

①比例，反比例に興味をもち，変化の様子やグラフの特徴などを進んで調べよ

うとする。また，比例・反比例を利用し，問題を解決しようとしている。 

②身の回りの事象の中にある二つの数量の関係を，変化や対応の様子に着目し

て調べ，比例，反比例の関係を見いだすことができる。また，それを利用し

て問題を解決することができる。 

③比例，反比例の関係を表，式，グラフで表現することができる。また，変域

を求めることができる。 

④比例・反比例の関係を見いだすことができ，その特徴，座標の意味や変域に

ついても理解している。 

 

①図形の対称性や基本的な作図について関心をもち，進んで取り組もうとして

いる。 

②基本的な平面図形を，対称性の視点から考察し，基本的な作図方法を見いだ

すことができる。また，作図した図形が条件に適するものであるか否かを振

り返って考えることができる。 

③線対称や点対称の図形を見つけたり，作ったりすることができる。 

基本的な作図方法を用い，目的に応じて図形をかくことができる。 

④線対称や点対称の意味，基本的な作図の方法を理解している。 

円の半径と接線との関係や弧・弦の意味を理解している。 

三 

 

 

学 

 

 

期 

第６章「空間図形」 

・いろいろな立体 

・空間内の平面と直線 

・面や線を動かしてでき 

る立体 

・立体の表面積と体積 

・立体の投影図 

・球の表面積と体積 

 

 

 

 

第７章「資料の活用」 

・度数分布 

・代表値と散らばり 

・資料の活用 

・近似値 

 

①いろいろな空間図形の性質について，意欲的に調べようとする。 

②目的に応じて空間図形を平面図形にして考えてみるなど，空間図形を多面的

に見ることができる。 

基本的な図形の性質に基づいて，その計量の仕方を考えることができる。 

③見取図や展開図を用いて空間図形を適切に表現したり，見取図や展開図から

空間図形やその性質を読みとったりすることができる。 

様々な立体の表面積や体積を求めたり，その求め方を説明したりすることが

できる。 

④空間における直線や平面の位置関係や立体の構成の仕方を理解している。 

立体の表面積や体積の求め方，またπの必要性と意味を理解している。 

 

 

①目的に応じて資料を整理したり，進んで資料の傾向を読み取ろうとする。 

②与えられた資料を処理した結果や作成したグラフについて，正しく読み取り，

合理的で的確な判断をし，それを伝えることができる。 

③目的に応じて手際よく資料を整理することができる。 

 

 

 



４ 学習方法についてのアドバイス 

学習方法 

学 

 

 

 

 

 

校 

・授業中は，先生の話や友達の意見を集中して聞きましょう。 

・ペア学習で簡単な計算や用語について確認します。しっかりとペアで確認して力を
つけましょう。（音声計算など） 

・２～４人組で学習内容について話し合ったり，答え合わせをしたりするときは，積
極的に取り組みましょう。また，わからないときは自分から聞くようにしましょう。 

・学習内容について理解に努め，自分なりに説明し伝え合えるようにしましょう。 
・授業中のノート，プリントは丁寧に書き，計算，図，表やグラフをきちんとかける
ようにしましょう。計算に関しては途中式をしっかりとかきましょう。 

 

家 

 

 

 

 

 

庭 

 

・本年度は副教材として「完成問題集」と「問題ノート」と「ベーシックマスター」
を配布します。提出する時期については授業中に伝えます。計画的に学習してくだ
さい。 

・問題集を提出するときは，必ず答え合わせ（丸つけ）をします。この時，丁寧に丸
つけを行う時間を必ずとりましょう。間違えた問題については，解答を見て学習し
直しましょう。 

・予習・復習を大切にしましょう。 

 

 


